
 

３  薬 学 教 育 カ リ キ ュ ラ ム  
 
（ ３ － １ ） 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 達 成 度  

基 準 ３ － １ － １  

  

教 育 課 程 の 構 成 と 教 育 目 標 が ， 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ

キ ュ ラ ム に 適 合 し て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - １ - １ 】 各 科 目 の シ ラ バ ス に 一 般 目 標 と 到 達

目 標 が 明 示 さ れ ， そ れ ら が 薬 学 教 育

モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 教 育 目

標 に 適 合 し て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

本 学 薬 学 部 は 平 成 1 6 年 度 設 置 の 新 設 学 部 で あ る た め 、 学 部

設 立 当 初 よ り コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 準 拠 し た カ リ キ ュ ラ ム を 設 定

し て い る 。 現 在 行 わ れ て い る 科 目 に つ い て は す べ て シ ラ バ ス に

科 目 別 の 到 達 目 標 が 明 示 さ れ て お り 、 各 科 目 別 の 授 業 計 画 表 に

は 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム に お け る 項 目 番 号 が 付 さ

れ て い る （ 資 料 ： シ ラ バ ス ）。 コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 沿 っ た 薬 学 専

門 教 育 科 目 と し て 、「 薬 学 概 論 」「 医 薬 品 物 理 化 学 」「 放 射 性 医 薬

品 学 」「 医 薬 品 分 析 化 学 1 、 2 」「 医 薬 品 化 学 1 、 2 」「 医 薬 品 合 成

化 学 1 、 2 」「 物 理 薬 剤 学 」「 生 薬 化 学 1 、 2 」「 解 剖 学 1 、 2 」「 生

理 学 1 、 2 」「 生 化 学 1 、 2 」「 分 子 ・ 細 胞 生 物 学 」「 微 生 物 薬 品 化

学 1 、 2 」「 栄 養 化 学 」「 食 品 衛 生 学 」「 薬 理 学 1 ～ 3 」「 公 衆 衛 生

学 」「 環 境 衛 生 学 1 、 2 」「 病 理 学 」「 病 態 学 1 、 2 」「 薬 物 療 法 学 1 、

2 」「 薬 物 治 療 学 1 ～ 3 」「 製 剤 学 」「 薬 物 動 態 学 1 、 2 」「 臨 床 薬 剤

学 1 、 2 」「 医 薬 品 開 発 学 」「 臨 床 薬 学 」「 臨 床 調 剤 学 1 、 2 」「 薬

事 行 政 ・ 関 係 法 規 」「 一 般 用 医 薬 品 学 」「 臨 床 生 化 学 ・ 臨 床 検 査

学 」「 医 薬 品 情 報 学 」及 び こ れ ら の 科 目 に 対 す る 実 習 を 設 定 し て

い る 。 各 科 目 は こ の よ う に コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 準 ず る ス ケ ジ ュ

ー ル に 沿 っ て 授 業 が 行 わ れ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

 各 科 目 と も 薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 項 目 を 網 羅

し 、 一 般 目 標 と 到 達 目 標 が 明 示 さ れ た シ ラ バ ス に よ る 授 業 が 行

わ れ て お り 、 コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 標 準 教 育 目 標 に 極 め て 良 く 適

合 し て い る 。  
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［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ３ － １ － ２  

各 到 達 目 標 の 学 習 領 域 に 適 し た 学 習 方 略 を 用 い た 教 育 が 行

わ れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ３ - １ - ２ - １ 】 講 義 ， 演 習 ， 実 習 が 有 機 的 に 連 動 し て

い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - ２ - ２ 】 医 療 現 場 と 密 接 に 関 連 付 け る た め ， 具

体 的 な 症 例 ， 医 療 現 場 で の 具 体 例 ， 製

剤 上 の 工 夫 な ど を 組 み 込 む よ う 努 め て

い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - ２ - ３ 】 患 者 ・ 薬 剤 師 ・ 他 の 医 療 関 係 者 ・ 薬 事

関 係 者 と の 交 流 体 制 が 整 備 さ れ ， 教 育

へ 直 接 的 に 関 与 し て い る こ と が 望 ま し

い 。  

 

［ 現 状 ］  

各 科 目 は 基 礎 薬 学 系 （ 物 理 系 、 化 学 系 、 生 物 系 ） か ら 順 次 開

始 さ れ 、臨 床 薬 学 系 へ と 展 開 す る カ リ キ ュ ラ ム が 組 ま れ て お り 、

そ の 中 で 各 科 目 が 講 義 と 演 習 を 行 い な が ら 進 ん で い く 。 実 習 は

各 科 目 の 講 義 が 終 了 し 、 学 生 の 理 解 が 十 分 進 ん だ 後 に 講 義 内 容

に 沿 っ た 実 習 を 行 っ て い る 。 こ の よ う に 講 義 で 学 習 し た 内 容 に

つ い て の 理 解 を 深 め る と と も に 関 連 し た 技 能 を 習 得 さ せ る 構 成

と な っ て お り 、 講 義 と 実 習 が 有 機 的 に よ く 連 動 し て い る 。  

 臨 床 系 薬 学 科 目 と し て 、「 薬 物 治 療 学 」「 医 薬 品 情 報 学 」「 一 般

用 医 薬 品 学 」「 臨 床 薬 学 」「 臨 床 生 化 学 ・ 検 査 学 」「 医 薬 品 開 発 学 」

「 薬 業 経 済 学 」「 薬 事 行 政 ・ 関 係 法 規 」 で は 講 義 を 、「 薬 物 動 態

学 」「 製 剤 学 」「 薬 物 療 法 学 」「 生 薬 療 法 学 」「 臨 床 薬 剤 学 」 で は

講 義 と 実 習 を 、「 臨 床 調 剤 学 」「 臨 床 薬 学 演 習 」「 事 前 実 習 」 で は

演 習 と 実 習 が 行 な わ れ て い る 。 こ れ ら の 分 野 で は 臨 床 に 関 連 す

る 基 礎 的 な 知 識 か ら 、 実 際 の 臨 床 現 場 に お い て 必 要 な 知 識 と 実

技 の 全 て が 網 羅 さ れ て い る 。内 容 と し て は 薬 剤 師 の 使 命・倫 理 、

調 剤 手 技 、 医 薬 品 の 用 法 ・ 用 量 と 投 与 設 計 、 医 薬 品 の 管 理 、 処

方 解 析 、 服 薬 指 導 、 チ ー ム 医 療 、 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 、 地 域 医

療 の 役 割 、 一 般 用 医 薬 品 や 漢 方 薬 、 製 剤 法 、 バ イ タ ル サ イ ン の

採 取 、 臨 床 生 化 学 ・ 生 理 学 検 査 法 、 症 例 検 討 、 医 薬 品 情 報 収 集

と 提 供 等 で 、 医 療 現 場 に 即 応 で き る 高 度 な 授 業 内 容 と な っ て い

る 。 こ れ ら の 授 業 で は 講 義 ・ 実 習 に て 学 ぶ だ け で な く 、 与 え ら

れ た 課 題 に 沿 っ た 討 論 ・ 発 表 も 行 わ れ て い る 。 担 当 教 員 の 中 に

は 、 医 師 や 実 務 経 験 の 豊 富 な 実 務 家 教 員 が 多 数 い る 。 さ ら に 医

療 現 場 で 活 躍 す る 専 門 薬 剤 師 を 講 師 に 招 い て 、 感 染 制 御 薬 剤 師

- 38 - 
 



 

に よ る 「 院 内 感 染 」 の 講 義 や が ん 専 門 薬 剤 師 に よ る 「 抗 が ん 剤

の 調 製 」 な ど の 講 義 も 実 施 し て い る 。  

日 進 月 歩 の 激 し い 医 療 現 場 に 対 応 す る た め に 、 実 務 家 教 員 が

病 院 あ る い は 保 険 薬 局 で 実 務 を 行 う こ と や 、 近 隣 の 薬 剤 師 と の

定 期 的 な 懇 談 を 設 け る こ と に よ り 、 医 療 現 場 関 係 者 と の 交 流 は

充 分 に 図 ら れ て い る 。  
 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 各 科 目 の 講 義 、 演 習 、 実 習 は 内 容 、 時 間 的 に き わ め て 効 率

的 か つ 有 機 的 に 連 動 し て い る こ と は 評 価 で き る 。  

 
2 ． 臨 床 系 薬 学 科 目 は 、 コ ア ・ カ リ キ ュ ラ ム に 該 当 す る 項 目 に

と ど ま ら な い 多 彩 な カ リ キ ュ ラ ム 構 成 で あ る 。 臨 床 薬 剤 師 と し

て 、 臨 床 現 場 で 活 か さ れ る 教 育 を し て い る 事 は 評 価 で き る 。  

 
3 ． 臨 床 系 薬 学 科 目 の 演 習 ・ 実 習 で は 実 務 経 験 の 豊 富 な 薬 剤 師

が 主 導 し 、 か つ 医 療 現 場 か ら の 講 師 を 招 い て お り 、 多 く の 人 的

交 流 が な さ れ て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ３ － １ － ３  

  

各 ユ ニ ッ ト の 実 施 時 期 が 適 切 に 設 定 さ れ て い る こ と 。  

  
【 観 点  ３ - １ - ３ - １ 】  当 該 科 目 と 他 科 目 と の 関 連 性 に 配 慮

し た 編 成 を 行 い ， 効 果 的 な 学 習 が で

き る よ う 努 め て い る こ と 。  

 
［ 現 状 ］  

平 成 2 1 年 度 の 薬 学 部 に お け る 開 講 科 目 は 表 1 - 1 - 1 に 示 す と お

り で あ る 。  
 

1 .  講 義  

1 年 次 前 期 の 理 数 系 基 礎 科 目（ 理 科 、数 学 ）の 履 修 に 始 ま り 、

ま ず 基 礎 系 薬 学 科 目 を 中 心 に 履 修 し 、 学 年 が 進 行 す る に つ れ て

衛 生 系 薬 学 、 及 び 医 療 系 薬 学 科 目 へ と 履 修 科 目 が 有 機 的 に 関 連

性 を 保 ち な が ら シ フ ト し て い く よ う に 配 置 さ れ た カ リ キ ュ ラ ム

を 組 み 、 具 体 的 に は 以 下 の よ う に な っ て い る 。  

1 年 次 前 期 よ り 、「 薬 学 化 学 」 及 び ｢ 薬 学 数 学 ｣ 等 の 理 数 系 基 礎

科 目 の 履 修 を 開 始 し 、1 年 次 後 期 に は こ れ ら の 科 目 と 並 行 し て 、

「 医 薬 品 分 析 化 学 1 」「 医 薬 品 化 学 1 」「 生 化 学 1 」「 解 剖 学 1 」

等 薬 学 専 門 科 目 の う ち の 物 理 系 薬 学 、 化 学 系 薬 学 及 び 生 物 系 薬

学 分 野 の 基 礎 系 薬 学 科 目 の 履 修 を 開 始 し て い る 。  

2 年 次 前 期 も 引 き 続 き 、「 医 薬 品 物 理 化 学 」「 生 薬 化 学 1 」「 微

生 物 医 薬 品 学 1 」 等 の 物 理 系 、 化 学 系 及 び 生 物 系 薬 学 分 野 の 各

基 礎 系 薬 学 科 目 全 般 に 重 点 を お き 、 講 義 内 容 の 関 連 性 を 重 視 し

て 履 修 を 進 め て い る 。 一 方 、 衛 生 系 薬 学 科 目 の 「 栄 養 化 学 」 や

医 療 系 薬 学 科 目 の 「 薬 理 学 1 」 及 び 「 病 理 学 」 な ど の 履 修 も 開

始 し 、 履 修 科 目 が 基 礎 系 薬 学 科 目 単 独 か ら 、 衛 生 系 薬 学 、 医 療

系 薬 学 科 目 へ 徐 々 に シ フ ト し て い く 。 2 年 次 修 了 ま で に 基 礎 系

薬 学 専 門 科 目 の 物 理 系 、 化 学 系 及 び 生 物 系 薬 学 科 目 の 履 修 を 完

了 し 、 薬 学 全 領 域 の 基 礎 科 目 の 知 識 ・ 学 力 を 十 分 に 修 得 し た 上

で 衛 生 系 薬 学 及 び 医 療 系 薬 学 の 履 修 を 開 始 す る カ リ キ ュ ラ ム と

な っ て い る 。  

3 年 次 に お い て は 前 期 ・ 後 期 を 通 じ て 、 履 修 科 目 は 「 食 品 衛

生 学 」 及 び 「 環 境 衛 生 学 1 」 等 の 衛 生 系 薬 学 科 目 の ほ か 、「 薬 物

療 法 学 1 」「 薬 物 動 態 学 1 」「 臨 床 薬 剤 学 1 」 ｢ 薬 物 治 療 学 1 ｣ 等 の

医 療 系 薬 学 科 目 が 主 要 な 履 修 科 目 に な っ て い る 。  
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4 年 次 に お い て も 引 き 続 き 、「 医 薬 品 開 発 学 」「 臨 床 薬 学 」「 臨

床 調 剤 学 1 」「 薬 業 経 済 学 」 な ど の 医 療 系 薬 学 分 野 の 科 目 を 重 点

的 に 学 ぶ 。 更 に 法 規 ・ 制 度 関 連 科 目 の 「 薬 事 行 政 （ 制 度 ）・ 関 係

法 規 」 を 履 修 す る 。 4 年 次 修 了 時 点 で 「 臨 床 薬 学 2 」 を 除 く 、

必 修 科 目 で あ る す べ て の 薬 学 専 門 科 目 の 学 習 を 修 了 す る 。  

5 年 次 に お い て は 保 険 薬 局 、 病 院 薬 局 に お け る 各 々 1 1 週 間 に

わ た る 実 務 実 習 が 中 心 と な る 。 実 務 実 習 が 行 わ れ ず 学 生 が 大 学

に 登 校 で き る 期 間 を 利 用 し て 、 集 中 講 義 形 式 で 医 療 系 薬 学 科 目

の「 臨 床 薬 学 2（ 症 例 検 討 ・ カ ン フ ァ レ ン ス ）」を 履 修 す る ほ か 、

「 英 語 」 や 「 製 薬 産 業 論 」 な ど の 選 択 科 目 を 配 置 し て い る 。 ま

た 学 生 は 各 研 究 室 に 配 属 さ れ て 卒 業 研 究 を 開 始 す る 。  

6 年 次 に お い て は 卒 業 研 究 と 薬 学 総 合 演 習 が 主 体 と な り 、 選

択 科 目 と し て 、「 医 療 福 祉 学 」「 薬 学 疫 学 」「 香 料 学 」「 臨 床 開 発

各 論 」 等 を 開 講 す る 。  

以 上 の よ う に 1 年 次 前 期 に 理 科 ・ 数 学 な ど の 理 数 系 基 礎 科 目

を 履 修 し 、 後 期 か ら 薬 学 専 門 科 目 教 育 を 開 始 し 、 基 礎 系 薬 学 科

目 を 履 修 し た 後 に 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬 学 科 目 を 履 修 す る と い

う よ う に 学 年 進 行 に 伴 い 履 修 分 野 が 基 礎 系 か ら 医 療 系 各 分 野 ・

各 科 目 が 配 置 さ れ て お り 、 互 い に 関 連 す る 科 目 が 有 機 的 に 連 結

し た 形 態 で 学 年 進 行 と と も に 履 修 で き る よ う に 配 慮 し て い る 。  

 
2 .  実 習  

す べ て の 科 目 の 学 生 実 習 は 対 応 す る 講 義 の 履 修 が 修 了 し た 後

に 行 う と い う 形 式 の カ リ キ ュ ラ ム と な っ て い る 。 講 義 で 学 ん だ

内 容 を 実 習 で 実 験 を 行 う こ と に よ り 再 確 認 し て 理 解 を 深 め る と

同 時 に 講 義 内 容 に 関 連 し た 技 能 を 修 得 す る こ と を 目 標 と し て 実

習 を 行 っ て い る 。 こ の よ う な カ リ キ ュ ラ ム の 特 性 上 、 実 習 も 基

礎 系 薬 学 科 目 か ら 開 始 し 、 順 次 、 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬 学 科 目

関 連 の 実 習 へ と シ フ ト し て い く よ う に 配 置 さ れ て い る 。  
 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 上 述 の よ う に 1 、 2 年 次 に 基 礎 系 薬 学 科 目 を 重 点 的 に 学 び 、

そ の 後 の 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬 学 科 目 の 履 修 に 向 け て 、 基 礎 薬

学 分 野 の 知 識 ・ 学 力 を 確 実 に 修 得 さ せ る よ う に 配 慮 し て い る 。  

 
2 ． 学 年 進 行 に 伴 い 基 礎 系 薬 学 科 目 か ら 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬

学 科 目 へ と 履 修 科 目 を シ フ ト さ せ て 配 置 す る こ と に よ り 、 各 系
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列 の 関 連 科 目 が 有 機 的 に 連 結 し た 形 態 で 学 年 進 行 と と も に 履 修

で き る よ う に 配 慮 し 、 講 義 内 容 に つ い て の 学 生 の 理 解 度 を よ り

一 層 高 め る こ と が で き る よ う に 工 夫 し て い る 。 そ の 結 果 、 定 期

試 験 や 最 終 学 年 に 行 う 薬 学 総 合 演 習 試 験 の 結 果 か ら 、 学 生 は 各

科 目 に 関 し て 一 定 水 準 以 上 の 学 力 を 身 に つ け て い る と 評 価 で き

る 。  

 
3 ． ま た 各 科 目 の 学 生 実 習 に つ い て は 、 対 応 す る 当 該 科 目 の 講

義 が す べ て 修 了 し た 後 に 実 習 を 行 う の で 、 自 ず と 学 生 実 習 も 基

礎 系 薬 学 科 目 か ら 開 始 し 、 順 次 、 衛 生 系 薬 学 、 医 療 系 薬 学 関 連

科 目 の 実 習 へ と シ フ ト し て い き 、 実 習 に お い て も 各 分 野 ・ 各 系

列 の 互 い の 関 連 性・連 動 性 を 十 分 に 配 慮 し た 配 置 に な っ て い る 。

そ の 結 果 、 技 能 の 修 得 度 も 高 く 、 実 際 に 各 実 習 に つ い て 提 出 さ

れ た レ ポ ー ト 等 の 採 点 結 果 か ら 、学 生 は 実 習 内 容 を よ く 理 解 し 、

結 果 の 考 察 も 十 分 で き て お り 、 学 生 に と っ て 充 実 し た 実 習 と な

っ て い る と 評 価 で き る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ３ － １ － ４  

薬 剤 師 と し て 必 要 な 技 能 ， 態 度 を 修 得 す る た め の 実 習 教 育

が 行 わ れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ３ - １ - ４ - １ 】 科 学 的 思 考 の 醸 成 に 役 立 つ 技 能 及 び

態 度 を 修 得 す る た め ， 実 験 実 習 が 十

分 に 行 わ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - ４ - ２ 】 実 験 実 習 が ， 卒 業 実 習 や 実 務 実 習 の

準 備 と し て 適 切 な 内 容 で あ る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  

科 学 的 思 考 の 醸 成 に 役 立 つ 技 能 及 び 態 度 を 修 得 す る た め 、 基

礎 薬 学 系 科 目 に お い て は 実 験 系 実 習 が 2 年 次 よ り 、 ま た 臨 床 薬

学 系 科 目 に つ い て は 臨 床 系 実 習 が 3 年 次 よ り 、 月 曜 か ら 木 曜 ま

で 2 コ マ ／ 日 で 4 年 次 後 期 ま で 継 続 し て 行 わ れ る 。 実 習 科 目 と

し て 「 医 薬 品 分 析 化 学 実 習 」「 医 薬 品 物 理 化 学 実 習 」「 医 薬 品 化

学 ・ 合 成 化 学 実 習 」「 生 理 学 ・ 解 剖 学 実 習 」「 生 化 学 実 習 」「 薬 理

学 実 習 」「 製 剤 学 実 習 」「 生 薬 化 学 実 習 」「 微 生 物 医 薬 品 学 実 習 」

「 生 薬 療 法 学 実 習 」「 薬 物 動 態 学 実 習 」「 安 全 性 学 実 習 」「 薬 物 療

法 学 実 習 」「 基 礎 調 剤 実 習 」「 臨 床 薬 学 演 習 1 、 2 」 を 設 定 し て お

り 、 こ れ ら の 実 習 で は 各 科 目 の 講 義 内 容 に 沿 っ た 実 験 や 実 習 が

組 ま れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 実 習 に お い て は 物 理 ・ 化 学 ・ 生 物 学

的 な 手 法 を 学 ぶ と と も に 、 実 習 全 体 の プ ロ セ ス を 経 て 得 ら れ た

デ ー タ を 解 析 し 、 そ の 結 果 ・ 考 察 を レ ポ ー ト に ま と め 、 ま た 実

習 後 に 口 頭 発 表 会 を 行 う 等 の 過 程 を 経 る こ と に よ っ て 、 理 論 的

な 考 察 力 と 情 報 発 信 力 を 育 成 し て い る 。 例 え ば 「 医 薬 品 分 析 化

学 実 習 」 で は 、 分 析 技 能 の 習 得 、 数 量 処 理 能 力 の 訓 練 、「 医 薬 品

物 理 化 学 実 習 」 で は 物 理 化 学 の 原 理 に 基 づ き 分 光 学 的 な 実 験 に

よ り 生 体 分 子 の 計 測 実 験 を 行 う 。「 医 薬 品 化 学 ・ 合 成 化 学 実 習 」

で は 、 実 際 に い く つ か の 基 本 的 な 化 学 合 成 を 自 ら 実 験 実 習 し 、

「 生 薬 化 学 実 習 」 で は 生 薬 本 体 の 扱 い や 生 物 工 学 的 な 取 り 扱 い

を 行 う 。「 生 化 学 実 習 」「 微 生 物 医 薬 品 学 実 習 」 で は 通 常 の 実 験

実 習 に 加 え て 分 子 生 物 学 を 実 際 に 学 習 す る よ う 、 遺 伝 子 工 学 の

基 礎 実 験 や 遺 伝 子 工 学 技 術 を 用 い た 生 産 技 術 の 実 習 を 行 う 。「薬

物 療 法 学 」 の 実 習 は 症 例 中 心 に 治 療 計 画 の 立 案 を E B M に 基 づ

き 学 習 す る 。「 臨 床 薬 学 演 習 」「 基 礎 調 剤 実 習 」 は 学 内 に お け る

模 擬 薬 局 等 の 実 習 室 に お い て 、 保 険 薬 局 ・ ド ラ ッ グ ス ト ア 、 病

院 薬 局 を 想 定 し て 実 施 さ れ 、 保 険 薬 局 に お け る 保 険 調 剤 、 健 康

保 険 法 、 疑 義 照 会 、 薬 歴 管 理 、 服 薬 指 導 、 調 剤 報 酬 算 定 、 病 院
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薬 局 に お け る 処 方 箋 の 受 付 か ら 投 薬 ま で の 流 れ 、 錠 剤 、 酸 剤 、

水 剤 、 外 用 剤 の 調 剤 、 製 材 、 T D M 、 医 薬 品 情 報 な ど を 行 う 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 実 習 は 2 年 次 後 期 以 降 で は 重 要 な 科 目 と し て 位 置 付 け て お

り 、 4 年 次 ま で の 平 日 の 午 後 は ほ と ん ど 実 習 に 充 て ら れ る 。 こ

の よ う に 実 習 時 間 と し て 十 分 な 時 間 を 確 保 し て い る 。  

 

2 ． 基 礎 薬 学 系 の 実 習 で は 理 論 的 な 思 考 や 理 解 力 を 養 う と と も

に 、 卒 業 研 究 に 必 要 な 基 本 技 術 を 身 に つ け 、 さ ら に 結 果 を 解 析

し 、 考 察 す る 過 程 を 組 み 入 れ た レ ポ ー ト 作 成 を 行 う こ と に よ っ

て 科 学 的 な 思 考 や 技 能 を 習 得 し て い る 。 ま た 、 臨 床 系 実 習 で は

基 礎 調 剤 実 習 、 ベ ッ ド サ イ ド 実 習 な ど 実 務 実 習 に 直 結 し た 内 容

と な っ て い る 。  

 

3 ． こ れ ら の 実 習 内 容 は コ ア カ リ キ ュ ラ ム に お け る 到 達 目 標 を

網 羅 し て お り（ シ ラ バ ス 参 照 ）、卒 業 研 究 や 実 務 実 習 の 準 備 と し

て 適 切 な 内 容 で あ る と 評 価 で き る 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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基 準 ３ － １ － ５  

 

学 生 の 学 習 意 欲 が 高 ま る よ う な 早 期 体 験 学 習 が 行 わ れ て い

る こ と 。  

 
【 観 点  ３ - １ - ５ - １ 】  薬 剤 師 が 活 躍 す る 現 場 な ど を 広 く 見

学 さ せ て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - １ - ５ - ２ 】  学 生 に よ る 発 表 会 ， 総 合 討 論 な ど ，

学 習 効 果 を 高 め る 工 夫 が な さ れ て い

る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  
1 年 次 前 期 の 「 薬 学 概 論 」 の 授 業 の 一 環 と し て 、 対 象 学 生 全

員 に 以 下 の 早 期 体 験 実 習 を 実 施 し て い る 。 実 施 に 先 立 ち 、 実 習

施 設 と 事 前 に 連 携 を 取 り 、 早 期 体 験 実 習 の 実 施 内 容 に つ い て 話

し 合 い 、 十 分 な 効 果 が 得 ら れ る よ う に 準 備 し て い る 。  

大 手 調 剤 薬 局 の 薬 剤 師 を 講 師 と し て 導 入 講 義 を 行 っ た 後 、 病

院 薬 局 及 び 保 険 薬 局 体 験 実 習 を そ れ ぞ れ ２ 時 間 ず つ 実 施 し 、 薬

剤 師 が 活 躍 す る 現 場 を 広 く 見 学 さ せ て い る 。 ま た 、 病 院 で は 病

棟 で 薬 剤 師 と 医 療 従 事 者 と の 関 わ り を 体 感 し 、 保 険 薬 局 で は 施

設 に よ り 軟 膏 調 剤 や 水 剤 の 矯 臭 体 験 な ど を 取 り 入 れ る よ う に し

て い る 。 早 期 体 験 学 習 実 施 後 に 、 1 0 名 ず つ の 班 に 分 か れ て ス モ

ー ル グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン （ S G D ） を 行 い 、 体 験 し た 内 容

を 発 表 資 料 と し て ま と め さ せ て い る 。 最 後 に 発 表 会 を 行 い 、 体

験 内 容 を 共 有 化 し て い る 。 ま た 、 早 期 体 験 実 習 前 後 に 試 験 を 実

施 し 、 実 習 の 教 育 効 果 を 確 認 す る と と も に 、 ア ン ケ ー ト 調 査 を

行 っ て い る 。  
 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 病 院 薬 局 及 び 保 険 薬 局 体 験 実 習 で は 、 薬 剤 師 が 活 躍 す る 現

場 を 広 く 見 学 さ せ て い る 。 薬 剤 師 と 医 療 従 事 者 と の 関 わ り の 体

験 、 軟 膏 調 剤 、 水 剤 の 矯 臭 体 験 な ど 、 印 象 に 残 る 実 習 を 取 り 入

れ る よ う 、 施 設 に お 願 い し て い る 。  

 
2 ． 体 験 実 習 終 了 後 に 1 0 名 ず つ の 班 に 分 か れ て S G D を 行 い 、

体 験 し た 内 容 の 詳 細 を 発 表 会 で 発 表 さ せ て い る 。  

 
3 ． 実 習 前 後 の ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 で は 、 医 療 人 と し て の 意

識 や モ チ ベ ー シ ョ ン が な い と 回 答 し た 学 生 が 減 少 し て い る 。 ま
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た 、 早 期 体 験 実 習 を 通 じ て 、 将 来 の 薬 剤 師 と し て の 目 標 が 明 ら

か で な い と 回 答 し た 学 生 も 減 少 し 、 学 生 の 学 習 意 欲 が 高 ま っ て

い る こ と が 確 認 で き て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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（ ３ － ２ ） 大 学 独 自 の 薬 学 専 門 教 育 の 内 容  

基 準 ３ － ２ － １  

大 学 独 自 の 薬 学 専 門 教 育 の 内 容 が ， 理 念 と 目 標 に 基 づ い て

カ リ キ ュ ラ ム に 適 確 に 含 ま れ て い る こ と 。  

 
【 観 点  ３ - ２ - １ - １ 】 大 学 独 自 の 薬 学 専 門 教 育 と し て ， 薬

学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム 及

び 実 務 実 習 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ

ム 以 外 の 内 容 が カ リ キ ュ ラ ム に 含 ま

れ て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - ２ - １ - ２ 】 大 学 独 自 の 薬 学 専 門 教 育 内 容 が ， 科

目 あ る い は 科 目 の 一 部 と し て 構 成 さ

れ て お り ， シ ラ バ ス 等 に 示 さ れ て い

る こ と 。  

【 観 点  ３ - ２ - １ - ３ 】 学 生 の ニ ー ズ に 応 じ て ， 大 学 独 自 の

薬 学 専 門 教 育 の 時 間 割 編 成 が 選 択 可

能 な 構 成 に な っ て い る な ど 配 慮 さ れ

て い る こ と が 望 ま し い 。  

［ 現 状 ］  

本 学 薬 学 部 教 育 の 根 幹 を な し て い る 仏 教 精 神 の 涵 養 及 び 薬 剤

師 と し て の 倫 理 的 使 命 観 の 確 立 を 目 的 と し て 、 1 年 次 に 「 仏 教

概 説 1  ( 自 己 を み つ め る ) 」 及 び 「 仏 教 概 説 2  ( 仏 教 と 薬 学 ) 」、

4 年 次 に 「 人 の 生 死 を 学 ぶ ( 生 命 倫 理 ・ 医 療 倫 理 学 ) 」 及 び 「 人

の 生 死 を 学 ぶ ( 死 生 学 ) 」 を 必 修 科 目 と し て 位 置 づ け て い る 。  

1 年 次 の 前 後 期 、 毎 週 1 回 の 授 業 「 仏 教 概 説 」 に お い て は 、

本 学 の 建 学 精 神 の 基 盤 を 形 成 す る 仏 教 思 想 の 学 び を 通 し て 、 医

療 人 と し て の 薬 剤 師 に 必 要 な 共 感 的 態 度 及 び 人 と の 信 頼 関 係 を

醸 成 す る 態 度 を 身 に 付 け さ せ る こ と を 目 指 し て い る 。 ま た 、 仏

教 と 医 療 及 び 仏 教 と 薬 物 と の 関 わ り を 学 ぶ な か で 、 ア ジ ア 世 界

に 伝 承 さ れ て き た 薬 や 医 療 の 一 端 を 明 ら か に し 多 面 的 な 薬 学 理

解 へ の 一 助 と な る こ と を 企 図 し て い る 。  

4 年 次 の 「 人 の 生 死 を 学 ぶ 」 で は 、 ひ た す ら 患 者 の 立 場 か ら

の 生 命 倫 理 ・ 医 療 倫 理 学 に 徹 す る こ と に よ っ て 、 患 者 の 痛 み を

理 解 し 、 患 者 と と も に 歩 む 薬 剤 師 の 育 成 に 寄 与 し 、 ビ デ オ 教 材

を 的 確 に 導 入 し て 、 実 際 の 医 療 現 場 の 様 子 や 患 者 の 闘 病 生 活 に

つ い て 学 生 が 肌 で 感 じ る こ と が で き る よ う な 授 業 展 開 に な っ て

い る 。 が ん 告 知 や イ ン フ ォ ー ム ド ・ コ ン セ ン ト に 関 し て は 比 較

文 化 的 考 察 を 行 う な ど 、 コ ア カ リ キ ュ ラ ム の 内 容 以 外 の 要 素 も

織 り 込 ん で い る 。 こ れ ら 本 学 独 自 の ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 教 育 を 基 礎

と し て 、 本 学 薬 学 部 の 目 的 の 一 つ 「 医 療 人 と し て 慈 悲 の 心 を 持
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っ て 生 活 者 に 対 応 で き る 人 材 の 育 成 」 を 行 っ て い る 。  

次 に 本 学 薬 学 部 で は 香 粧 薬 学 系 科 目 と 製 薬 産 業 系 科 目 を 用 意

し て 、「 発 展 す る 香 粧 品 分 野 で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成 」 と 「 医 薬

品 開 発 関 連 分 野 で 活 躍 で き る 人 材 の 育 成 」 を 目 指 し て い る 。 香

粧 薬 学 系 科 目 と し て 、 1 年 次 の 必 修 科 目 「 香 粧 品 概 論 」 を 通 し

て 、 香 粧 品 が 薬 事 法 で 定 義 さ れ て い る 化 粧 品 の み な ら ず 医 薬 部

外 品 を 含 む こ と 、 さ ら に 基 礎 科 学 の 進 歩 に 加 え 、 医 学 薬 学 の 進

歩 に よ り 香 粧 品 の 品 質 、 有 効 性 及 び 安 全 性 の 確 保 の た め に よ り

専 門 的 な 知 識 や 技 能 が 必 要 と な っ た こ と を 受 け て 、 薬 剤 師 に 新

た な 活 躍 の 場 が 与 え ら れ た こ と な ど を 学 習 す る 。2 ～ 5 年 次 に か

け て 選 択 科 目 の 「 香 粧 品 学 1  ( 皮 膚 健 康 科 学 ) 」「 香 粧 品 学 2  ( 化

粧 社 会 学 ) 」「 香 粧 品 学 3  ( 化 粧 品 原 材 料 ・ 製 造 学 ) 」「 香 粧 品 学

4  ( 化 粧 品 評 価 学 ) 」 及 び 「 化 粧 品 産 業 論 」 を 開 講 し 、 香 粧 品 を

多 面 的 な 側 面 か ら 学 習 し 、 さ ら に 実 習 を 含 め て 、 ス キ ン ケ ア 、

メ ー ク ア ッ プ な ど の 化 粧 技 術 、 及 び 化 粧 品 販 売 に お け る 薬 剤 師

と し て の ア ド バ イ ス 業 務 な ど を 学 ぶ 。  

ま た 、 薬 剤 師 と し て の 専 門 知 識 と 実 践 力 を 製 薬 産 業 界 に お い

て も 有 効 に 生 か す た め に 、製 薬 産 業 系 科 目 と し て 、4 年 次 の「 医

薬 品 開 発 学 」 及 び 「 薬 業 経 済 学 」 の 必 修 科 目 に 加 え て 、 5 年 次

よ り 「 生 産 技 術 論 」 ｢ 製 薬 産 業 論 ｣「 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2 」「 薬 剤

疫 学 」「 臨 床 開 発 各 論 」 を 選 択 科 目 と し て 開 講 予 定 で あ る 。 医 薬

品 の 研 究 か ら 臨 床 試 験 、 医 薬 品 市 販 後 調 査 、 経 済 理 論 の 医 薬 分

野 へ の 応 用 な ど 、 営 業 業 務 を 含 み 実 際 に 新 薬 が 社 会 に 供 給 さ れ

る ま で を 広 く 学 習 す る 。 勿 論 5 年 次 に 配 さ れ た 科 目 は 実 務 実 習

の な い 時 期 ( 4 ～ 5 月 、 1 1 ～ 1 2 月 ) に 集 中 講 義 と し て 配 し 、 こ れ

ら の 科 目 に 興 味 を 持 つ 学 生 は 全 員 受 講 で き る よ う に 配 慮 し て い

る 。  

 

［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． 本 学 の 建 学 精 神 の 基 盤 を 形 成 す る 仏 教 思 想 の 学 び を 通 し て

の ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 教 育 ・ 医 療 倫 理 教 育 は 、 本 学 独 自 の も の で あ

る 。 ま た 、 必 修 科 目 と し て 「 人 の 生 死 を 学 ぶ 」 を 4 年 次 に 配 し

た の は 、 ま も な く 始 ま る 実 務 実 習 に 向 け て 、 学 生 が ” 患 者 と の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ” を 学 ぼ う と す る モ チ ベ ー シ ョ ン を 高 め 、

医 療 に 関 す る 倫 理 的 ・ 社 会 的 諸 問 題 に 積 極 的 に 対 峙 す る 姿 勢 を

強 化 す る 時 期 と の 判 断 に 基 づ く 。 学 生 の ニ ー ズ に 沿 っ た カ リ キ

ュ ラ ム 設 定 と 考 え る 。  
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2 ． 本 学 薬 学 部 の 理 念 、 目 標 、 目 的 に 基 づ く 人 材 育 成 の た め に 、

薬 学 教 育 モ デ ル ・ コ ア カ リ キ ュ ラ ム 以 外 の 本 学 独 自 の 薬 学 専 門

教 育 内 容 を 含 む 「 香 粧 薬 学 系 科 目 」 と 「 製 薬 産 業 系 科 目 」 を 数

多 く 開 講 し 、 学 生 の 将 来 進 む べ き 道 の 選 択 肢 を 広 め て い る こ と

は 評 価 で き る 。  

 

3 ． ま た 、 総 合 大 学 の 利 点 を 生 か し 、 本 学 他 学 部 か ら 履 修 許 可

の 出 て い る 文 系 セ ル フ デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト 科 目 を 、 薬 学 部 の 時

間 割 の 空 い た 時 限 に 、 薬 学 部 学 生 が 受 講 で き る シ ス テ ム も 構 築

し て い る ( 表 2 - 2 - 1 - 2 参 照 ) 。  

 

［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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（ ３ － ３ ） 薬 学 教 育 の 実 施 に 向 け た 準 備  

基 準 ３ － ３ － １  

学 生 の 学 力 を ， 薬 学 教 育 を 効 果 的 に 履 修 で き る レ ベ ル ま で

向 上 さ せ る た め の 教 育 プ ロ グ ラ ム が 適 切 に 準 備 さ れ て い る こ

と 。  

 
【 観 点  ３ - ３ - １ - １ 】 個 々 の 学 生 の 入 学 ま で の 履 修 状 況 等

を 考 慮 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム が 適 切 に

準 備 さ れ て い る こ と 。  

【 観 点  ３ - ３ - １ - ２ 】 観 点 ３ - ３ - １ - １  に お け る 授 業 科 目

の 開 講 時 期 と 対 応 す る 専 門 科 目 の 開

講 時 期 が 連 動 し て い る こ と 。  

 

［ 現 状 ］  
本 学 で は 学 生 の 学 力 を 薬 学 教 育 の 履 修 に 必 須 の レ ベ ル ま で 向

上 さ せ る た め に 入 学 前 、 及 び 入 学 後 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て

い る 。  

 
＜ 入 学 前 教 育 プ ロ グ ラ ム ＞  

入 学 者 は 入 学 前 年 度 の 秋 に 行 わ れ る 推 薦 入 試 、 及 び A O 入 試

を 受 験 し て 入 学 す る い わ ゆ る 前 期 入 試 に よ り 選 抜 さ れ て 入 学 す

る グ ル ー プ と 1 月 ～ 2 月 に 行 わ れ る 一 般 入 試 ・ セ ン タ ー 入 試 使

用 の 後 期 入 試 に よ り 選 抜 さ れ て 入 学 す る グ ル ー プ の 2 つ に 大 別

さ れ る 。こ の う ち 前 期 入 試 の 推 薦 入 試 、及 び A O 入 試 合 格 者 は 、

入 学 決 定 後 、 翌 年 4 月 の 大 学 入 学 ま で の 期 間 が 長 い た め 、 入 学

時 ま で 学 力 を 一 定 の 水 準 に 維 持 、 さ ら に は 向 上 さ せ る こ と が 重

要 な 課 題 と な っ て い る 。 そ こ で 推 薦 入 試 、 及 び A O 入 試 合 格 者

に 対 し て は 、入 学 ま で 学 習 を 継 続 さ せ る た め に 2 月 上 旬 に 数 学 、

化 学 、 物 理 、 生 物 に つ い て 基 礎 学 力 テ ス ト を 行 う こ と と し 、 2

月 中 旬 に は そ の テ ス ト 問 題 の 解 説 （ 化 学 と 生 物 ） を 行 い 、 同 時

に 問 題 集 も 配 布 し て 、 入 学 ま で 自 習 さ せ る こ と と し 、 4 月 入 学

後 、 後 期 入 試 合 格 者 と と も に 数 学 と 理 科 3 科 目 （ 化 学 、 生 物 、

物 理 ） の プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト を 受 験 さ せ て い る 。  

 
＜ 入 学 後 教 育 プ ロ グ ラ ム ＞  

全 入 学 者 に 対 し て 、 4 月 の 入 学 直 後 に 数 学 、 化 学 、 物 理 、 生

物 に つ い て プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト を 行 っ て い る 。 そ の テ ス ト 結

果 を 分 析 し 、 各 科 目 に つ い て の 基 礎 学 力 が 不 十 分 で あ る と 判 定

さ れ た 場 合 に は 、 そ の 後 の 薬 学 専 門 科 目 を 学 習 す る 上 で 問 題 と

- 50 - 
 



 

な る 。 そ こ で 数 学 、 化 学 、 物 理 、 生 物 、 そ れ ぞ れ の 科 目 に つ い

て の 基 礎 学 力 が 不 十 分 で あ る と 判 定 さ れ た 学 生 に つ い て は 、 1

年 次 前 期 に 該 当 す る 科 目 の 補 習 を 受 講 さ せ る カ リ キ ュ ラ ム に な

っ て お り 、 補 習 の 最 後 に 確 認 テ ス ト を 行 う こ と に よ り 、 補 習 効

果 を 高 め て い る 。 こ の 補 習 を 行 う こ と に よ り 、 大 学 入 学 ま で に

十 分 な 学 力 を 形 成 で き な か っ た 数 学 、 及 び 理 科 の 各 科 目 に つ い

て 学 力 を 向 上 さ せ 、 薬 学 専 門 科 目 の 学 習 に 支 障 が 生 じ な い よ う

に 指 導 し て い る 。 1 年 次 前 期 に 補 習 を 行 い 、 1 年 次 後 期 に 開 始

さ れ る 基 礎 薬 学 専 門 科 目 で あ る 「 医 薬 品 化 学 1 」「 医 薬 品 合 成 化

学 1 」「 医 薬 品 分 析 化 学 1 」「 解 剖 学 1 」「 生 理 学 1 」「 生 化 学 1 」

の 学 習 に 備 え る カ リ キ ュ ラ ム と な っ て い る 。  

 
［ 点 検 ・ 評 価 ］  

1 ． ＜ 入 学 前 教 育 プ ロ グ ラ ム ＞  

上 述 の よ う に 前 期 入 試 合 格 者 に つ い て は 、 入 学 前 よ り 数 学 、

理 科 3 科 目（ 化 学 、生 物 、物 理 ）の 学 力 水 準 を 一 定 以 上 に 維 持 ・

向 上 さ せ る た め の 試 験 ・ 問 題 解 説 ・ 問 題 集 の 自 習 等 の カ リ キ ュ

ラ ム を 組 ん で 実 践 し て お り 、 当 該 学 生 に つ い て 入 学 前 に 行 わ れ

る 基 礎 学 力 テ ス ト よ り も 入 学 後 に 行 わ れ る プ レ イ ス メ ン ト テ ス

ト に お い て 得 点 率 が 上 昇 し て い る （ 例 ； 化 学 は 約 6 0 ％ か ら 約

8 0 ％ に 、 生 物 は 約 5 5 ％ か ら 約 7 0 ％ に 上 昇 ） こ と か ら 、 こ の 入

学 前 カ リ キ ュ ラ ム が 有 意 義 で あ る こ と が 確 認 で き て い る 。  

 
2 ． ＜ 入 学 後 教 育 プ ロ グ ラ ム ＞  

ま た 、 入 学 直 後 に 行 わ れ る プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト の 結 果 、 数

学 、 理 科 3 科 目 （ 化 学 、 生 物 、 物 理 ） に つ い て 一 定 の 基 礎 学 力

に 到 達 し て い な い 学 生 に は 、 そ れ ぞ れ の 科 目 に つ い て 1 年 次 前

期 に 補 習 の 受 講 を 義 務 づ け 、 補 習 の 確 認 テ ス ト も 行 っ て お り 、

当 該 学 生 に つ い て 入 学 直 後 の プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト よ り も 補 習

の 確 認 テ ス ト に お け る 得 点 率 が 上 昇 し て い る （ 例 ； 生 物 は 約

5 0 ％ か ら 約 8 0 ％ に 、 物 理 は 約 3 5 ％ か ら 約 7 5 ％ に 上 昇 ） こ と か

ら 、 学 力 水 準 が 向 上 し て い る と 高 く 評 価 で き る 。  

 
3 ． 以 上 の よ う に 個 々 の 学 生 の 入 学 ま で の 履 修 状 況 等 を 考 慮 し

た 教 育 プ ロ グ ラ ム を 「 入 学 前 教 育 プ ロ グ ラ ム 」、 及 び 「 入 学 後 教

育 プ ロ グ ラ ム 」 と し て 実 施 し て お り 、 こ れ ら の 講 義 の 開 講 時 期

は 、 対 応 す る 専 門 科 目 の 開 講 時 期 よ り も 早 い 時 期 に 設 定 さ れ て
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い る 。 上 述 の 教 育 プ ロ グ ラ ム と そ れ に 対 応 す る 専 門 科 目 の 履 修

が 有 機 的 に 連 動 す る よ う な 時 期 に 設 定 さ れ て い る こ と に よ り 、

学 生 の 学 力 を 薬 学 教 育 を 効 果 的 に 履 修 で き る レ ベ ル ま で 向 上 さ

せ た 上 で 薬 学 専 門 科 目 の 履 修 を 開 始 す る こ と を 実 現 し て い る 。  

 
［ 改 善 計 画 ］  

特 に な し 。  
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